	日本洋蘭生産協会　規約（案）


　
(目　的)
第１条　この会は、洋らんの生産・流通の改善及び消費の拡大に関する事業を実施するとともに会員相互の情報交換及び親睦を図り、我が国洋らん生産の一層の振興を図ることを目的とする。
(名　称)

第２条　この会は、「日本洋蘭生産協会」と称する。

（事務所）

第３条　この会の事務所は、一般社団法人日本花き生産協会事務局内におく。

（会　員）

第４条　この会の会員は、日本国内にて洋蘭を営利的に生産し第１条の目的に賛同する個人、団体とする。

　　２　会員は、この会の規約を守り、会費を負担しなければならない。

　　３　この会に加入しようとするものは、予め入会金及び会費を納入しなければならない。

　　４　この会を脱退しようとするものは、文書をもって予め申し出るものとする。

　　５　この会は、事業の実施を円滑に行うため、会員相互の連携に必要な地域区分をもって支部を設けるものとする。

　　６　会員の専門分野における調査研究等の活動を促進することにより会の円滑な活動を図るため種類別部門を置き、会員はこれに属するものとする。

（賛助会員）

第５条　この会は、関係業界を対象に賛助会員をおくことができる。

（役　員）

第６条　この会は各会員から選出された代表者をもって幹事とし、代表幹事は会員が所属する各都道府県において１名を選任する。

　　　　この会の役員として会長１名、副会長2名、支部長4名、事務局長１名、会計１名、監事2名、各部門長、ホームページ運営委員長、消費担当委員長、及び購買委員長を置く。役員は総会において選任する。

        ただし会長及び副会長は、支部長を兼務することができる。

　　２　第１項の役員の他会長が役員会の承認を得て特別の任務を担う役員を選任することができる。

　　３　役員の任期は２ヶ年とする。ただし再任を妨げない。なお、後任者が就任するまでは前任者が遂行するものとし、任期途中に役員の交代があった場合、新役員の任期は前任者の残任期間とする。

（顧　問）

第７条　この会に顧問をおくことができる。

　　２　顧問は、役員会の推薦により会長がこれを委嘱する。

　　３　顧問は、重要な事項につき会長の諮問に応ずる。

（会　計）

第８条　この会の会計は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わるものとする。

　　２　この会の経費は、会費、賛助会費、寄付金及びその他の収入をもって充てるものとする。

（会　議）

第９条　この会は総会、代表幹事会、役員会を開催する。必要に応じて支部会議及びその他の会議を開催できる。なお、賛助会員等の参加を求めることができる。

　　２　総会は代表幹事、役員により毎年１回会計年度終了後早い時期に開催し、議長は幹事の中から選任する。

　　３　役員会は定期的に開催し、役員会の議長は会長がこれにあたるものとする。

　　　　会長事故あるときは、副会長がこれにあたるものとする。

　　４　総会の決議を要する事項は次のとおりとする。

　　　　(１)事業計画及び収支予算

　　　　(２)事業報告及び収支決算

　　　　(３)会費の賦課徴収

　　　　(４)役員の選任

　　　　(５)規約の改正

　　５　総会は代表幹事の２分の１以上の出席で成立し、出席者の過半数をもって決することとする。

　　　　なお、可否同数のときは議長の決するところによる。

（事　業）

第１０条　この会は、第1条の目的を達成するため次の事業を行う。

(１)洋らん生産・流通の改善及び消費の拡大に関する事業

　　　 　(２)その他、この会の目的を達成するために必要な事業

（細　則）

第１１条　この会は、必要に応じて総会の承認を得て運営細則を設けることができる。

（その他）

第１２条　その他、この会は、この会の運営に関して必要と認められる事項は会長が会議に諮ってその都度決定する。

（付　則）

　　この規約は平成２８年５月１６日から施行する。
